
 

 

                                                             平成 12 年 8 月 16 日 

各    位  
                      
                                      アールビバン株式会社             
                                  代表取締役社長 野澤克巳 
                                  ( 登録銘柄・コード 7523 )  
                                              問い合わせ先 
                                                              役  職   社 長 室 長       
                                                              氏  名   栗 田  実       
                                                              ＴＥＬ 03-3407-9215 
 

子 会 社 設 立 に 関 す る お 知 ら せ子 会 社 設 立 に 関 す る お 知 ら せ子 会 社 設 立 に 関 す る お 知 ら せ子 会 社 設 立 に 関 す る お 知 ら せ                                                                            
  
 当社はこの度デジタルアート事業分野に進出する目的で、子会社を設立することを決定しましたので 
お知らせ致します。 
 

記  
１ ．１ ．１ ．１ ．     子 会 社 の 概 要子 会 社 の 概 要子 会 社 の 概 要子 会 社 の 概 要     
 
 (1)商 号        株式会社イーピクチャーズ 
 
 (2)設立年月日        平成 12 年 8 月 16 日（水） 
 
 (3)本店所在地        東京都港区南青山 7丁目 1番 5号 
 
 (4)代 表 者 名        代表取締役社長 中 井 陽 子      
 
 (5)資 本 金        100,000 千円 
 
 (6)大 株 主        アールビバン株式会社  61％ 
            野 澤 克 巳             20％ 
            中 井 陽 子              8％ 
 
 (7)会社の目的        デジタルアート市場を創出・拡大する目的で新会社を設立する 
      
        事業内容  ① デジタルアートコンテンツ及び市場の創造 
            ② 携帯電話の待受け画面チャンネルの運営 
            ③ アーティストポータルの運営 
            ④ インテリアアートのオンライン販売 
 
 (8)当社との資本関係、人的関係、取引関係等の概要 
     
        資本関係  当該子会社に対する当社の出資比率は 61％ 
      人的関係  当該子会社の代表取締役会長に野澤克巳（当社代表取締役社長）、取締役に岩本一也 
            (当社取締役営業本部長）が就任 
      取引関係  当社の版画・アートグッズも販売 
 
 (9)従業員の状況  ２名 



 

 

 

 

 

 

２．２．２．２．    子会社の設立の理由子会社の設立の理由子会社の設立の理由子会社の設立の理由    
        当社はかねてよりデジタルアート事業への進出を検討しておりましたが、検討の結果当該分野に 
 関するニーズは大きく、関連事業は飛躍的に拡大しておりビジネスチャンスが生まれてきております。 
 このため今後の当該事業は発展するものと確信し、当分野に進出する目的で新会社を設立することと 
 なりました。 
    

３．３．３．３．    設立の日程設立の日程設立の日程設立の日程        

        (1)登 記 日        平成 12 年 8 月 16 日（水） 

  (2)営業開始日        平成 12 年 8 月 16 日（水） 

 

４．４．４．４．    今後の業績に与える影響今後の業績に与える影響今後の業績に与える影響今後の業績に与える影響    

  当該事業は時代・社会の要請に応え、これから発展する新事業であり将来の経営の柱になるものと 

 期待しております。なお初年度（平成 12 年 8 月～平成 13 年 3 月）の売上高は 110 百万円を見込んで 

 おりますが、本件子会社の設立に伴う平成 13 年 3 月期の連結業績予想の修正はありません。 

 

                                          以上 

 


